
 

２０１７（平成２９）年度 事業報告 

 

当財団は、平成 26年 4月の公益財団法人移行後、ピースおおさかの常設展示の抜本的な

リニューアルに取り組み、戦後 70 年目の平成 27 年 4 月に「大阪空襲を語り継ぐ平和ミュ

ージアム」としてリニューアルオープンした。開館 25 年目となる一昨年 11 月には来館者

200 万人を達成したところである。新たな展示には多くの方が好感を持ってくださっており、

今年度においては、これを背景に、館の認知度を一層高めるとともに、常設展示を核とした

事業活動の基盤を確立するよう諸事業の実施に努めた。 

また、「中期経営計画」の３年度目にあたり、「戦争の悲惨さ・平和の尊さを次の世代に伝

える」という法人のミッションを継続的・安定的に果たした。そのため、引き続き最重要目

標である入館者数をはじめとする利用者増に向けて、各種事業の展開や来館者へのサービス

向上を図っていくこととし、行政の支援を受けながらも自主財源の確保に努め、これまでに

蓄積してきた所蔵資料の活用や関係機関などとの協力・連携を深めながら、創意工夫により

魅力ある特別展や企画事業等を実施し、入館者は６８,５８６人となった。 

なお、特に市町村教育委員会等へのＰＲに努めるとともに、出かける展示や資料の貸出な

ど館外での利用促進に取り組んだ。新たに当館主催の教員のための平和学習講座を実施した

ほか、ピースおおさかにおける府市主催の研修の実施に向け、各教育センター等への依頼活

動を行った。また、著名人を招いての発信力の強化、さらには、土日の利用者増を図るため、

近隣の自治会や企業との連携強化にも取り組んだ。 

戦後生まれがわが国総人口の 8割を超え、戦争を自らの体験として語れる方がますます少

なくなる中、当財団の役割はますます重要と自認するところであり、「大阪空襲の犠牲者を追

悼し、平和を祈念する」「戦争の悲惨さ及び平和の尊さを次の世代に伝え、平和を願う豊かな

心を育む」という目的に沿って、限られた人的・物的資源の中、最善を尽くした。 

 

１．展示事業 

(1) 常設展示等 

2 階展示室 

A ゾーン：昭和 20 年、大阪は焼き尽くされた 

B ゾーン：世界中が戦争をしていた時代 

C ゾーン：戦時下の大阪のくらし 

スロープ 

 空襲体験者の「証言と体験画の回廊」 

1 階展示室 

D ゾーン：多くの犠牲を出し、焼け野原になった大阪 

3 階展示室 

E ゾーン：たくましく生きる大阪 

F ゾーン：私たちの未来をつくっていくために 

   映像コーナー 

図書室 

映画の定時上映（講堂） 

  ※一部、展示の補正を実施した。 



 

(2) 特別展示 

所蔵資料の活用や関係機関・団体の協力を得ながら実施した。 

①「ピースおおさか収蔵品展 2017」 

2015（平成 27）～2016（平成 28）年度に寄贈された資料の一部を紹介した。

多くの方にご覧いただくことで、これらの資料から戦争の悲惨さと平和の尊さについ

て考える機会とした。 

・期 間：2017（平成 29）年 4月 18日（火）～7月 16日（日） 

・内 容：収蔵品約 65点 

・参加者：１７,４０７名 

②「体験者が見た大阪空襲 -空襲体験画が語るもの-」 

ピースおおさかの常設展示でもいくつかの空襲体験画を展示しているが、本特別展で

はそれらの他にこれまでに寄贈いただいた体験画を紹介した。体験者が見た大阪空襲

を多くの方にご覧いただき、戦争の悲惨さと平和の尊さについて考えていただく機会

とした。 

・期 間：2017（平成 29）年 8月 1日（火）～12 月 27 日（水） 

・内 容：空襲体験画約 70 点 

・参加者：３４,８４８名 

③「ユニセフ写真展 すべての子どもに、教育を。」 

大阪ユニセフ協会の協力のもと、「紛争」「自然災害」「水と衛生」「貧困と児童労働」

という４つのゾーンに分けて、子どもたちが学校に行くことができない原因、子ども

たちの置かれた現状やユニセフの取り組み等を紹介した。 

・期 間：2018（平成 30）年 1月 11日（木）～1月 30日（火） 

・内 容：写真約 45点、その他、実物資料等 

・参加者：４,０８４名 

(3) その他の展示 

① 講堂 

・『平和』をテーマにした子ども絵画（大阪府の戦後 70 年事業によるもの） 

・7 月 22 日～8 月 30日「ミニミニ原爆展」  ＜参加者＞５,８３１名 

・夏休み企画イベントで制作したスタンプアート 

   ② 講堂前ホール 

いのちへのメッセージ 

(4) ワークショップスペ－ス(3F)の有効活用 

   学校と連携した平和学習に関する資料の展示など有効活用を図った。 

    



 

２．企画事業 

 (1) 平和祈念事業 

節目の時期に戦争の悲惨さと平和の尊さについて考える機会として開催した。 

① 終戦の日平和祈念事業 

＜実施日＞ 8月 6 日（日） 午後 1 時 30分～午後３時 

映画特別上映会「いしぶみ 広島二中一年生全滅の記録」 

・内 容：映画「いしぶみ」の上映、原爆に関するパネルおよび実物資料の展示 

・参加者：１８６名 

＜実施日＞ 8月 15 日（火）午後 2時～午後３時 30 分 

「戦争犠牲者追悼式と平和コンサート」 

・内 容：学校法人相愛学園の協力による平和コンサート（相愛高等学校・中学校生

徒による合唱、相愛大学音楽学部による弦楽四重奏）、献花、昇鶴祭 

・参加者：２３１名 

   ② 開館の日平和祈念事業 

   ＜実施日＞ 9月 17 日（日） 午後 1 時 30 分～午後 4時 

    ※暴風警報が発令されて臨時休館となったため、中止。 

   ③ 開戦の日平和祈念事業 

＜実施日＞ 12月 3 日（日） 午後 2 時～午後 3時 45 分 

「落語と平和 ～ピースおおさか平和寄席～」 

・出演者：桂春之輔、桂春蝶、桂咲之輔、桂小梅、はやしや福（三味線） 

・参加者：２８６名 

   ④ 大阪大空襲平和祈念事業 

   ＜実施日＞ 3月 11 日（日） 午後 1 時 30 分～午後 3時 15分 

    「語り継ぎ部育成のための講演会 幸せさがして」 

・講演者：浜村淳(パーソナリティー) 

・参加者：２２４名 

(2) 平和学習講座 

「教員のための平和学習」 

・日 時：8 月 2日（水） 午前 10時～午後 2時 30 分 

・内 容：館内見学、語り部講話、フィールドワーク（大阪城周辺の戦跡） 

・参加者：２０名 

(3) 戦跡ウォーク 

・日 時：毎月第 2日曜日（４、8、9、12、3月除く） 

・内 容：館内見学、大阪城周辺の戦跡を巡る（中回り・東回り・西回りコース） 

・参加者：１３４名 

(4) ウィークエンド・シネマ 

・日 時：毎週土曜日 午後 2時～ 

・内 容：所蔵視聴覚資料（ビデオ・ＤＶＤ・16 ミリ）を上映 

・参加者：３,０３９名 

(5) 親子まつり 

   ① ゴールデンウィーク 

・日 時：4 月 30日（日）～５月 7 日（日） 午後 2時～ 

・内 容：「ウミガメと少年」等の上映 

・参加者：９１名 



 

   ② 夏休み 

・日 時：7 月 21日（金）～8 月 24 日（木） 午後 2時～ 

・内 容：アニメ「ひめゆり」等の上映 

・参加者：６２０名 

   ③ 冬休み 

    ・日 時：12月 22 日（金）～1 月 9 日（火） 午後 2時～ 

    ・内 容：「チョッちゃん物語」の上映 

    ・参加者：９０名 

   ④ 春休み 

    ・日 時：3月 27 日（火）～4 月 8 日（日） 午後 2 時～ 

    ・内 容：「ふたつの胡桃」等の上映 

    ・参加者：１４８名 

(6) 平和紙芝居 

・日 時：第１・2 木曜日 午前 10時～午前 10 時 20分 

         第 3・４金曜日 午前 10 時～午前 10時 20分 

・参加者：１,３１０名 

 (7) 府政学習会・ピースおおさか見学会「平和について学ぶ」 

   （大阪府府政情報室との連携事業） 

・参加団体：２団体 

     ・参加者：１２５名 

(8) 生きた建築ミュージアムフェスティバル大阪 2017 

   （大阪市都市整備局企画部住宅政策課事業への協力）  

     ・日 時：11月 28 日（土）～29（日） 午前 10 時～、午後 2時～ 

・内 容：ガイドツアー（館内および屋上見学） 

    ・参加者：１５名 

(9) 夏休み企画イベント「夏休みはピースおおさかに行って親子で楽しもう！」 

   （大阪府、大阪市教育委員会、株式会社サクラクレパス協力事業）  

     ・日 時：7月 23 日（日） 午前 10 時～午後 12時 

・内 容：みんなで元気にからだを動かそう！、みんなで楽器を作って、絵の具で遊

ぼう！、記念撮影、館内自由見学 

    ・参加者：１７名 

(10) 企画イベント「スポーツの秋！芸術の秋！ピースおおさかで一日楽しく過ごそう！」 

   （大阪府、大阪市教育委員会、大阪府民共済生活協同組合、株式会社サクラクレパス協力事業）  

     ・日 時：10月 22 日（日） 午後 2 時～午後 4時 

※荒天が予想されたため、中止。 

(11) 企画イベント「春がきた！ピースおおさかで楽しくすごそう！」 

   （大阪府、大阪市教育委員会、大阪府民共済生活協同組合、株式会社サクラクレパス協力事業）  

     ・日 時：3月 17 日（土） 午前 10 時～午後 12時 

・内 容：みんなで運動あそびをしよう！、館内案内図をつくろう！、記念撮影 

    ・参加者：６７名 

 



 

３．出前事業 

(1) 展示 

パネルや実物資料の展示、ピースおおさか紹介ビデオ放映、パンフレットの配布等を

１６回実施した。 

① 大阪市立此花図書館 

・日 時：4 月 21日（金）～5 月 17 日（水） 

・場 所：大阪市立此花図書館 

・内 容：実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：４,９４３名 

② 大阪市立都島図書館 

・日 時：5 月 19日（金）～6 月 14 日（水） 

・場 所：大阪市立都島図書館 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１５,２９３名 

③ 大阪市立大正図書館 

・日 時：6 月 16日（金）～7 月 31 日（月） 

・場 所：大阪市立大正図書館 

・内 容：実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：８,３３７名 

④ 御津八幡宮夏祭り  

・日 時：7 月 14日（金）～15 日（土） 

・場 所：御津八幡宮 

・内 容：パネル展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１６,８４５名 

⑤ みんな大好き西淀川事業 夏休み子ども映画会 

・日 時：7 月 30日（日） 

・場 所：大阪市西淀川区民会館 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１９３名 

⑥ 大阪市立平野図書館 

・日 時：8 月 1日（火）～8月 30日（水） 

・場 所：大阪市立平野図書館 

・内 容：パネル展示、パンフレットの配布等 

・参加者：２４,６３８名 

⑦ 戦後７２年大阪戦没者追悼式（大阪府・大阪市共催） 

・日 時：8 月 8日（火） 

・場 所：大阪国際交流センター 

・内 容：パネル展示、パンフレットの配布等 

・参加者：６５１名 

⑧ マチミラ OSAKA2017（大阪青年会議所主催） 

・日 時：9 月 2日（土）～３日（日） 

・場 所：うめきた 2 期Ｂ地区 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１３,０００名 

⑨ 大阪市立天王寺図書館 

・日 時：9 月 22日（金）～11 月 15 日（水） 

・場 所：大阪市立天王寺図書館 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等・参加者：３２,２７６名 

 



 

⑩ イオンモール 大阪ドームシティ 

・日 時：10 月 19 日（木）～26日（木） 

・場 所：イオンモール 大阪ドームシティ 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１５１,０００名 

⑪ もりのみやキューズモール BASE 

・日 時：11 月 8日（水） 

・場 所：もりのみやキューズモール BASE 

・内 容：パネル展示、パンフレットの配布等 

・参加者：３,３６０名 

⑫ 大阪市立東成図書館 

・日 時：11 月 1７日（金）～12月 20日（水） 

・場 所：大阪市立東成図書館 

・内 容：実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１６,８８２名 

⑬ 大阪府立中央図書館 

・日 時：12 月５日（火）～12 月 17 日（日） 

・場 所：大阪府立中央図書館（東大阪市） 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１９,０９９名 

⑭ 大阪市立福島図書館 

・日 時：1 月 11日（木）～2 月 27 日（火） 

・場 所：大阪市立福島図書館 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１３,７２２名 

⑮ 大阪市立中央図書館 

・日 時：2 月 2日（金）～2月 14日（水） 

・場 所：大阪市立中央図書館（西区） 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：６３,０００名 

⑯ 大阪市立浪速図書館 

・日 時：2 月 16日（金）～4 月 18 日（水） 

・場 所：大阪市立浪速図書館 

・内 容：パネル・実物資料展示、パンフレットの配布等 

・参加者：１８,９５７名 

(2)「語り部」の派遣（紹介） 

  学校等からの「語り部」の派遣依頼に対し、関係団体（大阪戦災傷害者・遺族の会、

大阪大空襲の体験を語る会、国民学校と学童疎開を考える会）の協力を得て、「語り部」

の紹介を行った。 

・登録協力団体：３団体 

（大阪戦災傷害者・遺族の会、大阪大空襲の体験を語る会、国民学校と学童疎開を考える会） 

・参加者：８,５６０名 

 



 

4．その他の事業 

(1) 夏休み企画イベント「夏休み！ピースおおさかで楽しく遊んで学ぼう！」 

  ＜大阪府主催、大阪市教育委員会、(株)よしもとクリエイティブ・エージェンシー協力＞ 

   ・日 時：8月 10 日（木） 午後 2 時～4 時 

   ・内 容：映画「ながさの子うま」、ピースおおさか館内見学、大道芸パフォーマンス

披露（もりやすバンバンビガロ） 

  ・参加者：１６７名 

(2)「北朝鮮人権侵害問題啓発」 

＜政府拉致問題対策本部・大阪府・大阪市・府内全市町村主催、ピースおおさか協力＞ 

・日 時：12 月 16 日（土） 午後 2時～4時 

・内 容：パネル展示、映画上映等、政府の取り組み報告、映画「めぐみー引き裂か

れた家族の３０年」、パネル展示 

   ・参加者：１９０名 

 

５．「刻の庭」の管理運営 

大阪空襲死没者の追悼及び恒久平和を祈念するため、2005(平成 17)年度に整備した

「刻の庭」の管理運営を行うとともに、大阪空襲死没者名簿の管理、新規登載申出の受 

付等を行った。 

＜空襲死没者名簿（原簿）の管理＞ 

・追加登載者数：７名 

・名簿の訂正：３名 

・登載者数計：９,０８６名（平成３０年 3 月 31日現在） 

 （内訳）公開９,０４０名※、非公開４６名         ※刻の庭前で公開 

  

６．資料の収集・提供 

(1) 資料の収集・提供 

「図書類及び物品類の管理等の基準」に基づき、実物資料、視聴覚資料、図書資料の適

切な収集と管理に努めるとともに、展示への利活用を図った。 

「収蔵品管理システム」により、これらの資料の整理、保存、公開を行うとともに、空

襲等体験者からの証言の収集を行った。 

《資料収集件数》 

 

 

 

 

 

「2018（平成 30）年 3 月末」の資料収集件数（収蔵検索システム登録件数） 

    ・物品：９,６０７点 

（実物 ３,９９５点、文書 １,６９０点、視聴覚 ３,９０４点、その他 １８点） 

・図書：３３,７５１点 

                                                          合計：４３,３５８点 

 寄贈資料 購入資料 

実物資料 １１２ ０ 

視聴覚資料 ３４ ３７ 

文書資料 ２０      0 

図書資料 １６２ １ 

計 ３２８点 ３８点  



 

(2) 平和学習資料の貸出し 

学校、官公署、市民団体等の要請に応じ、平和学習用資料(写真パネル、空襲体験画、

ビデオ、ＤＶＤ、16ミリフィルム等)を貸し出すとともに、事業の広報に努めた。 
 

 小学校 中学校 高 校 自治体 その他 計 

写真パネル(体験画含む) １６ ４ １ ３２ ２３ ７６ 

実 物 資 料 １ １ １ ５ ４ １２ 

１６ミリ（ｱﾆﾒ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

１６ミリ（ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ） ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

ビ デ オ １８ ６ ０ ２ ４ ３０ 

Ｄ Ｖ Ｄ １０８ ７９ ５ ２２ ５８ ２７２ 

紙 芝 居 ５ １ ０ １ ６ １３ 

合  計 １４８ ９１ ７ ６２ ９５ ４０３ 
 

・利用人数：１４０,６１６名     

・申込み件数：２３４件 

 

７．広報・啓発 

(1) ホームページの運営 

「ピースおおさかホームページ」により施設利用案内や事業広報等の情報提供を行うと

ともに、より有効な広報ツールとなるよう適宜改良を行った。 

また、大阪城天守閣及び大阪歴史博物館、もりのみやキューズモールＢＡＳＥとのバナー

リンクを設定した。 

・アクセス数：８７,５５７回（内、日本は８４,２６９回） 

 (2) 印刷物の作成・配布 

リーフレット「展示のしおり」を新たにキンチョウスタジアムや西成の簡易宿泊所、

堺留学生会館等に配布した。 

 (3) 学校等に対する多様な媒体を活用した広報 

   市町村教育委員会、校長会等に対し、多様な媒体を活用して次のような広報を行った。 

・府内の学校や行政・教育委員会、各種施設のほか、他府県の平和博物館や来館実績

のある学校や旅行会社に対してダイレクトメール（見学案内や広報チラシ等）を送付 

・来館実績があるが来館予約のないが学校に直接架電して事情を聴取 

・学校の校長会等の各種会議でのＰＲに加えて、各市の教育委員会や教育センター等

に延べ３５回訪問し、校外学習としての来館と教員研修の場としての当館の活用を

依頼 

・他府県の大阪事務所や大手旅行会社を訪問して当館の活用を依頼したほか、交通機

関を訪問し当館の活用を依頼するとともに、ＪＲ森ノ宮駅における当館の案内表示

の掲載を依頼 

・近隣との連携強化を図るため、近隣の自治会や小学校、企業・大学を訪問するとと

もに、施設が立地する玉造自治会に参画 

・講堂及び会議室の有効活用を図るため、大阪府・大阪市による当館を活用した各種

の研修等の実施 

 



 

８．来館者サービスの向上 

府市と入館者増に向けた取り組み状況・課題を整理するため、「集客等ワーキング」を

４回開催するとともに、新たな魅力あるミュージアムグッズの制作について検討を行っ

た。また、館長案内デーの実施、館内案内等の英語表記の充実などにも取り組んだ。 

なお、今年度の入館者総合満足度は９５％であった。 

 

９．自主財源（平和寄金）の確保、「友の会」会員の拡大 

あらゆる機会等を通じて、平和寄金の趣旨（企画事業・特別展示等の原資）と寄附に係

る税の優遇措置を説明し協力を求めた。 

なお、今年度の平和寄金収入は１,４３０,８３５円であった。 

また、「ピースおおさか友の会」会員の新規拡大に努めた。 

＜「ピースおおさか友の会」入会状況＞ 

・個人会員：６４名         

・団体会員：８団体（口） 

 

１０．施設の保全・補修等 

ピースおおさかの長寿命化及び安全性・快適性の確保を図るため、平成 27 年度から 

２８年度にかけて作成した「施設修繕計画」に基づき、府市が必要な予算措置を行い、

補修工事を計画的に実施した。 

また、こまめな温度調整に取り組むなどコストの抑制にも取り組んだ。 

・空調設備（ヒートポンプの修繕など） 

・屋上防水（露出防水層の更新など） 

・電気工事（自動火災報知設備の更新など） 


